
来像を論じることが可能となる。 

しかしながら、対象となる疾病の罹患者数を根拠に市場性を評価できる治療薬

と異なり、疾病の予防手段であるワクチンについては、生産、供給の前提として、

国民のワクチンに対する理解や認知度という不確定要素が存在し、市場性の評価

は難しい。 

すなわち、製造企業が新たなワクチンの開発に着手するための前提条件として、

当該ワクチンの市場性の将来見通し等と、それを踏まえ、ワクチン産業の展望を

描けることが重要である。 

 

 

Ⅱ．ワクチン産業を取り巻く環境 

１． グローバル化と国内市場 

現在、外国では新ワクチンを始め、接種率の改善のために接種する者／接種さ

れる者の利便性を考慮した多種の混合ワクチンの使用等が一般的となり、Ｈｉｂ、

不活化ポリオワクチン及びＢ型肝炎ワクチン等を混合した４種混合、５種混合ワ

クチンが開発されている。外国のワクチン産業界においては、この２０年間に小

規模のワクチン製造企業が淘汰され、国際的なビジネスを展開する企業にワクチ

ン製造販売は集約されてきた。また、米国では、ワクチンの生産体制は、国内自

給型から、欧州企業との相互依存型へと変遷を遂げている。 

図 1 外国のワクチン製造企業の変遷 

1980 1985 1990 1995 2000

世界のワクチン主要企業

（ 2002年 ）

- Sanofi Pasteur(仏)
- Merck (米)
- GlaxoSmithKline（英他）

- Wyeth（米）

- Chiron（米・瑞）

世界のワクチン主要企業 (1980年)
( 18 企業 )

Pasteur Vaccines
Merieux Institute
Connaught
Armond Frappe
SmithKline
SSW
Human Vaccine 
Institute
Merck
Lederle

Wyeth-Ayerst
American 
Cyanamid
Praxis
Parke-Davis
Chiron
Behring
Biocine
Sandoz
Wellcome

第一次製薬企業

合 併 期

海外のワクチン主要企業

第二次製薬企業

合 併 期

 
日本製薬団体連合会調べ 

7 


